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た
し
ま
し
出
提
を
見
意
長
市
る
す
対
に
書
備
準
価
評
響
影
境
環

昨年の見学会の様子

　

リ
ニ
ア
は
ど
う
や
っ
て
動
く
の
か
な
？

リ
ニ
ア
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぼ
う
！

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

ま
ち
づ
く
り
推
進
中
津

川
市
民
の
会
の
主
催
に

よ
り
、
小
学
生
対
象
の

親
子
バ
ス
見
学
会
を
開

催
し
ま
す
。

と
　
き　

３
月
９
日
（日）

集
　
合　

８
時　

市
役
所
正
面
玄
関
前

見
学
先
・ 

Ｊ
Ｒ
東
海
リ
ニ
ア
・
鉄
道
館

　
　
　

・
中
部
電
力
で
ん
き
の
科
学
館

対
象
お
よ
び
定
員　

市
内
在
住
の
親
子
で

小
学
生
（
２
人
ま
で
）
と
父
母
の
い
ず
れ

か（
１
人
）計
40
人
ま
で（
15
組
程
度
）

参
加
費　

無
料

※

昼
食
は
各
自
負
担
。弁
当
持
参
可
。

応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
し
込
み

　

親
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、小
学
生

の
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
を
明
記
。

※

応
募
は
一
世
帯
に
つ
き
一
通
ま
で
。

応
募
締
切　

２
月
14
日
（金）
当
日
消
印
有
効

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。抽
選
の
結

果
は
、
２
月
末
ま
で
に
応
募
者
へ
通
知

し
ま
す
。

応
募
先 

　

〒
５
０
８
ー
８
５
０
１（
住
所
不
要
）

　

中
津
川
市
リ
ニ
ア
推
進
課

　

リ
ニ
ア
市
民
の
会
親
子
バ
ス
見
学
会 

宛

問

　
「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」
計
画
に
つ
い
て

シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
中
央
新
幹
線
環
境
影
響
評
価
準

備
書
（
以
下
準
備
書
）
に
対
す
る
市
長
意
見

と
リ
ニ
ア
・
鉄
道
館
親
子
バ
ス
見
学
会
の

参
加
者
募
集
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

リ
ニ
ア
推
進
課（
☎
内
線
323
）

環
境
政
策
課（
☎
内
線
123
）

　
　
岐
阜
県
知
事
へ
市
長
意
見
提
出

　

昨
年
９
月
に
Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
環
境
影
響
評

価
法
に
基
づ
き
、
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら

調
査
、
予
測
お
よ
び
評
価
の
結
果
な
ど
を
示

し
た
準
備
書
を
公
表
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
準
備
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
岐
阜
県

知
事
か
ら
市
長
意
見
の
提
出
を
求
め
ら
れ
、

市
で
は
、
庁
内
で
組
織
す
る
「
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
庁
内
推
進
本
部
」
に
お
い
て
検
討
を

行
う
と
と
も
に
、
市
民
か
ら
意
見
を
募
集

し
、
こ
れ
を
参
考
に
意
見
書
を
作
成
し
ま
し

た
。さ
ら
に
有
識
者
や
市
民
代
表
か
ら
な
る

環
境
保
全
審
議
会
で
意
見
を
い
た
だ
き
、
１

月
17
日
に
県
知
事
に
提
出
を
し
ま
し
た
。

　
市
長
意
見
は
、
16
の
環
境
要
素
に
計
48
の

意
見
を
提
出
し
ま
し
た
。内
容
に
つ
い
て
は

次
の
通
り
で
す
。意
見
の
一
部
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。全
文
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

県
知
事
へ
提
出
し
た
意
見
（
一
部
掲
載
）

【
大
気
質
】

・
調
査
地
点
の
選
定
は
、
あ
ら
か
じ
め
設
定

し
た
地
点
に
加
え
て
実
際
に
影
響
が
現

れ
る
地
点
も
選
定
す
る
こ
と
。

【
騒
音
・
振
動
】

・
住
宅
地
近
く
を
走
る
地
上
路
線
区
間
で

日
常
生
活
へ
の
影
響
を
生
じ
さ
せ
な
い

対
策
を
講
じ
る
こ
と
。（
他
６
意
見
）

【
微
気
圧
波
】（
１
意
見
）

【
低
周
波
音
】（
２
意
見
）

【
水
質
】

・
下
流
域
で
の
水
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、

生
活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
適
切

な
処
理
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
。（
他

４
意
見
）

【
地
下
水
】

・
影
響
が
及
ぶ
と
予
想
さ
れ
る
地
域
一
帯

で
使
用
さ
れ
て
い
る
全
て
の
井
戸
の
水

位
に
つ
い
て
工
事
前
に
実
態
調
査
を
行

い
、
影
響
の
有
無
を
確
認
し
、
影
響
が
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
対
策
を

講
じ
る
こ
と
。

【
水
資
源
】

・
河
川
や
溜
池
の
水
量
や
水
質
に
影
響
が

及
ぶ
と
予
想
さ
れ
る
地
域
一
帯
で
実
態

調
査
を
行
い
、
工
事
後
の
状
況
と
比
較

し
、
影
響
の
有
無
を
確
認
し
、
影
響
が
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
対
策
を

講
じ
る
こ
と
。（
他
１
意
見
）

【
地
形
及
び
地
質
】（
１
意
見
）

【
土
壌
】（
１
意
見
）

【
日
照
阻
害
】

・
日
照
阻
害
を
出
来
る
限
り
発
生
さ
せ
な

い
構
造
物
の
高
さ
・
形
状
と
緩
衝
帯
の

幅
を
検
討
す
る
こ
と
。（
他
２
意
見
）

【
文
化
財
】

・
第
２
木
曽
川
橋
梁
周
辺
に
県
指
定
天
然

記
念
物
「
大
実
カ
ヤ
の
木
」
が
存
在
す
る

た
め
、
保
全
に
向
け
た
構
造
と
工
法
な
ど

を
検
討
す
る
こ
と
。（
他
２
意
見
）

【
磁
界
】

・
駅
内
と
車
内
各
所
に
長
時
間
滞
在
し
た

場
合
の
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
評
価

書
に
明
示
す
る
こ
と
。（
他
２
意
見
）

【
動
物
・
植
物
・
生
態
系
】

・
市
内
に
は
、
小
湿
地
が
存
在
し
、
貴
重
な

植
生
お
よ
び
独
特
の
生
態
系
が
形
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
影
響
が
予
想
さ
れ

る
全
て
の
湿
地
を
対
象
に
保
全
措
置
を

実
施
す
る
こ
と
。（
他
４
意
見
）

【
景
観
】

・
車
両
基
地
の
構
造
物
の
露
出
を
最
小
限

と
し
、
周
囲
を
緑
で
覆
う
な
ど
緑
視
率
を

高
め
た
空
間
を
創
出
す
る
こ
と
。（
他
４

意
見
）

【
廃
棄
物
等
】

・
残
土
の
処
理
場
所
が
他
の
環
境
要
素
の

予
測
と
評
価
に
深
く
関
係
す
る
こ
と
か

ら
、
具
体
的
な
搬
出
計
画
を
示
す
こ
と
。

（
他
２
意
見
）

【
そ
の
他
】

・
工
事
車
両
の
運
行
に
は
日
常
生
活
、
特
に

通
学
及
び
通
勤
経
路
、
観
光
に
配
慮
し
た

運
行
計
画
の
策
定
お
よ
び
交
通
安
全
対

策
の
実
施
な
ど
を
講
ず
る
こ
と
。（
他
４

意
見
）

リ
ニ
ア
市
民
の
会「
リ
ニ
ア
・
鉄
道
館
」

親
子
バ
ス
見
学
会
参
加
者
募
集


